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「
九
州
紀
行
」
と
い
う
用
語
は
近
世
紀
行
文
学
史
上
、
い
っ
た
い
、
成
立
し

得
る
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
こ
れ
ま
で
研
究
を
進
め
る
上
の
あ
や
す
と
し
て
、
東

海
道
・
木
曽
路
・
日
光
・
蝦
夷
・
社
寺
参
詣
・
登
山
・
花
見
・
入
湯
・
女
流
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
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い
っ
た
項
目
を
仮
に
設
け
つ
つ
紀
行
文
を
検
討
し
て
き
た
。
若
干
の
問
題
は

あ
っ
て
も
、
概
ね
こ
れ
ら
の
項
目
を
設
定
し
て
の
作
品
検
討
に
不
都
合
を
生
じ

た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
だ
が
九
州
紀
行
と
敢
て
定
義
す
る
時
、
そ
れ
が
蝦
夷
紀

行
・
日
光
紀
行
等
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
独
自
性
あ
る
い
は
特
異
性
を
持
つ
か
は

疑
問
に
思
え
た
。

　
図
書
総
目
録
か
ら
検
索
し
う
る
九
州
関
係
と
思
え
る
紀
行
は
百
点
近
い
。
そ

の
五
分
の
一
翼
は
目
録
等
の
書
名
の
み
で
現
存
せ
ず
、
残
り
の
ほ
ぼ
半
数
に
私

は
目
を
通
し
た
。
そ
れ
ら
の
紀
行
文
に
共
通
し
、
他
の
紀
行
文
と
そ
れ
ら
を
わ
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か
つ
独
自
の
特
徴
は
ど
こ
に
あ
る
か
。

　
大
淀
三
千
風
「
日
本
行
脚
文
集
」
（
元
禄
三
）
、
古
河
古
松
軒
「
西
遊
雑
記
」

（
天
明
三
）
、
橘
南
難
「
西
遊
記
」
（
寛
政
七
）
、
野
田
成
亮
「
日
本
九
峰
修
行
日

記
」
（
文
化
三
）
等
に
は
、
い
ず
れ
も
九
州
に
関
す
る
部
分
が
含
ま
れ
、
鋭
い
観

察
と
す
ぐ
れ
た
描
写
が
な
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
先
述
し
た
意
味
で
の
九
州
紀

行
と
は
、
厳
密
に
は
異
る
と
私
は
思
う
。
こ
れ
ら
の
作
者
た
ち
は
、
紀
行
文
の

専
門
作
家
に
近
い
。
全
国
を
旅
し
て
い
て
、
偶
々
と
い
う
か
必
然
的
に
と
い
う

か
、
そ
の
中
に
九
州
も
含
ま
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
意
識
し
て
他
と
区
別
す
る
か

た
ち
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
「
中
川
泰
寛
旅
行
日
記
」
（
正
徳
六
）
、
高
木
善
助
「
薩
陽
往
返
記
事
」
（
文
政

十
一
～
天
保
九
）
、
「
薩
藩
江
戸
上
り
道
中
記
」
（
年
代
不
明
）
等
も
ま
た
、
九
州

紀
行
の
特
色
を
示
す
も
の
と
は
言
い
難
い
。
こ
の
作
者
た
ち
は
公
務
と
い
う
必

要
性
が
あ
っ
て
往
来
し
、
そ
の
行
先
な
り
行
程
な
り
が
九
州
で
あ
っ
た
に
す
ぎ

な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
「
九
州
紀
行
」
と
私
が
言
う
と
き
、
そ
こ
に
は
や
は
り
作
者
が
「
九
州
」
な

る
地
に
つ
い
て
抱
く
一
つ
の
原
像
と
、
旅
す
る
上
で
の
目
的
意
識
が
な
け
れ
ば

と
思
う
。
近
世
の
人
々
の
中
に
、
そ
の
よ
う
な
「
九
州
」
は
、
存
在
し
て
い
た
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だ
ろ
う
か
。
芭
蕉
は
九
州
を
訪
れ
て
お
ら
ず
、
西
鶴
、
近
松
、
あ
る
い
は
馬
琴
、

そ
の
他
の
文
学
作
品
を
見
て
も
、
た
と
え
ば
、
歌
枕
と
義
経
伝
説
に
彩
ら
れ
た

「
み
ち
の
く
」
像
に
匹
敵
す
る
程
の
「
九
州
」
像
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。

高
橋
富
雄
氏
が
述
べ
ら
れ
る
如
く
、
東
国
に
比
し
て
比
較
的
早
く
平
定
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
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西
国
は
、
異
境
と
し
て
意
識
さ
れ
る
こ
と
が
少
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
近
世
の

人
々
の
中
に
「
西
国
」
あ
る
い
は
「
九
州
」
と
い
う
概
念
は
、
殊
更
、
形
成
し
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別
表
1
文
　
明
　
1
2

筑
紫
道
記

宗
祇

文
　
化
　
3

筑
紫
紀
行

菱
屋
平
七

天
　
正
　
1
5

九
州
道
の
記

細
川
幽
斎

〃
　
　
　
　
3

日
本
九
峰
修
行
日
記

野
田
成
亮

文
禄
元

九
州
の
道
の
記

木
下
長
繍
子

〃
　
　
1
4

長
崎
紀
行

慶
　
長
　
3

筑
紫
紀
行

鎌
田
高
等

文
　
政
　
元

鹿
児
島
日
記

杉
浦
義
信
父

元
　
和
　
9

源
忠
総
朝
臣
豊
後
紀
行

〃
　
　
　
　
O
O

「
鍋
島
紀
行
」

墨

延
　
宝
　
8

筑
紫
道
日
記

神
原
伊
安

〃
　
　
1
0

菅
の
下
葉

貞
　
享
　
2

筑
紫
巡
遊
目
録

丸
山
二
君

〃
　
　
1
1

丁
田
往
返
記
事

高
木
善
助

元
　
禄
　
3

日
本
行
脚
文
集

大
淀
三
千
風

天
　
保
　
4

菅
根
長
崎
日
記

〃
　
　
　
　
貞
U

筑
紫
遊
記

無
着
道
忠

〃
　
　
　
　
ρ
0

不
知
火
行
記

元
禄
頃

道
之
安
良

〃
　
　
　
　
0
0

五
月
雨
紀
行

正
　
徳
　
6

中
川
泰
寛
旅
行
日
記

〃
　
　
憩

西
海
雑
誌

松
浦
武
四
郎

明
　
和
　
4

長
崎
行
役
日
記

長
久
保
赤
水

弘
　
化
　
4

筑
紫
道
之
記

双
鶴

〃
　
　
　
　
7
壽

伊
藤
某
九
州
廻
ノ
記

嘉
　
永
　
6

長
崎
日
記

川
路
聖
護

〃
　
　
　
　
7

筑
紫
海
路
記

宗
　
敬

安
政
　
6

野
壷

河
井
継
之
助

安
　
永
　
7

筑
紫
日
記

渡
辺
二
号

文
　
久
　
3

旅
の
日
記

根
本
重
蔵

天
　
明
　
2

筑
紫
紀
行

甫
　
夢

山
田
長
崎
海
陸
紀
行

〃
　
　
　
　
ら
0

西
遊
雑
記

古
河
古
松
軒

佐
藤
信
淵
九
州
紀
行

〃
　
　
　
　
武
U

筑
紫
紀
行
図
誌

素
　
言

西
遊
日
歴

〃
　
　
　
　
0
0

江
田
西
遊
日
記

司
馬
江
漢

霧
島
紀
行

寛
政
　
6

鶴
台
九
州
紀
行

薩
藩
江
戸
上
り
道
中
記

〃
　
　
　
　
0
◎

太
宰
府
紀
行
（
九
大
）

贈
】
忍
子
九
国
紀
行

不
鶏
隠
士

〃
　
　
　
　
Q
り

〃
　
　
（
ソ
ウ
ル
大
）

筑
紫
紀
行
一
も
と
日
記

寛
政
年
間

西
遊
記

橘
南
鶏

つ
く
し
草

大
久
保
勘
三
郎

文
才
元

筑
紫
道
草

林
英
存
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難
か
っ
た
と
も
言
え
る
。

1

　
そ
こ
で
、
管
見
の
紀
行
文
中
か
ら
、
九
州
そ
の
も
の
に
何
ら
か
の
興
味
を
抱

い
て
訪
れ
て
い
る
か
に
見
え
る
作
品
類
を
検
討
し
、
コ
ー
ス
や
記
述
の
中
か
ら

う
か
び
あ
が
る
特
徴
は
な
い
か
と
考
え
た
。

　
別
表
H
に
見
る
如
く
、
比
較
的
多
い
の
は
、
小
倉
か
ら
太
宰
府
・
佐
賀
・
あ

る
い
は
熊
本
・
島
原
・
あ
る
い
は
又
、
唐
津
を
経
由
し
て
長
崎
に
至
り
、
そ
の
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い
ず
れ
か
を
経
て
戻
る
コ
ー
ス
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
こ
の
経
路
で
は
、
小
倉
、

博
多
等
の
大
都
市
の
描
写
や
、
宗
像
、
香
椎
、
箱
崎
等
の
神
社
、
武
雄
、
嬉
野

の
温
泉
、
名
護
屋
の
城
趾
等
の
説
明
が
な
さ
れ
る
の
が
常
と
な
っ
て
い
る
。

　
と
は
い
え
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
記
述
は
概
ね
簡
略
で
あ
る
。
別
表
皿
に
示
し

た
よ
う
に
、
九
州
紀
行
が
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
記
述
を
行
な
う
の
は
、
主
に

太
宰
府
と
長
崎
で
、
こ
の
コ
ー
ス
以
外
で
比
較
的
記
述
が
多
い
阿
蘇
山
・
彦

山
・
宇
佐
八
幡
・
阿
弥
陀
寺
（
下
関
）
と
比
し
て
も
差
が
つ
く
よ
う
に
思
う
。

2

　
太
宰
府
と
長
崎
と
い
う
二
つ
の
都
市
は
、
当
時
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
て

い
た
か
。
ま
ず
太
宰
府
の
方
か
ら
見
よ
う
。

　
「
太
宰
府
ノ
町
君
三
四
百
軒
モ
有
ベ
キ
草
葛
家
バ
カ
リ
ニ
テ
見
苦
キ
所
ナ
リ

至
テ
辺
鄙
ノ
地
鼠
ジ
テ
菅
公
ノ
神
社
ノ
無
キ
者
ナ
ラ
バ
絶
テ
人
ノ
来
ル
ベ
キ
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
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ニ
ハ
非
ル
ベ
シ
」
（
佐
藤
信
淵
九
州
紀
行
）
の
よ
う
な
記
述
も
あ
る
。
し
か
し
、

　
　
　
　
　
註
7

「
太
宰
府
小
史
」
が
、
「
大
君
の
遠
の
御
か
ど
太
宰
府
の
繁
栄
は
朝
廷
の
御
威
光

に
伴
ふ
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
意
味
に
於
て
太
宰
府
の
全
盛
時
代
は
、

奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
前
期
へ
か
け
て
の
二
百
年
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
良
い

で
あ
ら
う
。
そ
の
平
安
時
代
も
降
っ
て
来
れ
ば
も
早
昔
の
太
宰
府
で
は
な
い
。

そ
し
て
そ
の
太
宰
府
の
繁
栄
に
決
定
的
な
一
線
を
劃
し
た
も
の
は
、
矢
張
り
平

安
末
期
の
政
権
の
推
移
で
あ
っ
た
。
即
ち
朝
廷
か
ら
幕
府
へ
と
政
権
は
移
っ
て

来
た
の
で
あ
っ
て
」
「
太
宰
府
は
天
下
の
一
都
会
で
あ
り
、
そ
の
股
賑
京
師
に
次

ぐ
も
の
が
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
（
略
）
何
れ
に
■
す
る
も
天

満
宮
の
性
格
が
完
成
さ
れ
て
来
る
の
は
平
安
末
期
で
あ
り
、
こ
の
時
に
至
れ
ば

天
満
宮
は
明
ら
か
に
文
道
の
祖
で
あ
っ
て
、
大
江
匡
房
は
太
宰
権
帥
と
し
て
赴

任
す
る
事
二
度
、
大
に
天
満
宮
を
尊
崇
し
た
が
、
そ
れ
は
矢
張
り
菅
家
、
江
家
、

共
に
文
道
の
家
で
あ
り
天
満
宮
は
そ
の
文
道
の
祖
な
る
が
故
に
で
あ
っ
た
。
」

「
そ
し
て
天
満
宮
の
官
制
に
は
、
事
実
上
平
安
末
期
の
変
動
に
依
っ
て
終
り
を

告
げ
、
次
の
武
家
時
代
に
至
れ
ば
、
太
宰
府
は
少
童
氏
の
居
城
と
な
っ
て
、
戦

禍
は
引
き
続
き
こ
＼
に
及
び
、
往
時
の
太
宰
府
は
見
る
影
も
な
き
荒
廃
へ
と
陥

っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
天
満
宮
の
神
威
は
年
と
共
に
輝
き
、
矢
張
り
時
に
依

る
消
長
は
免
れ
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
幾
変
遷
を
続
け
て
今
日
に
至
り
、
あ
り

し
日
の
太
宰
府
の
片
影
を
留
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
「
万
葉
を
用
い
て
見
る
な

ら
ば
、
当
時
歌
壇
の
中
心
は
寧
し
ろ
太
宰
府
に
移
行
し
た
か
の
観
を
呈
し
て
居

る
。
こ
の
状
態
は
旅
人
が
京
都
に
帰
っ
た
後
も
、
尚
暫
ら
く
続
け
ら
れ
る
の
で

あ
っ
て
、
太
宰
府
の
文
化
に
就
て
特
筆
を
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
で
あ
ら

う
。
」
（
竹
岡
勝
也
「
上
代
の
太
宰
府
」
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
か
つ
て
の
政
治
上

の
重
要
性
を
失
っ
て
も
中
央
文
化
の
象
徴
と
し
て
偉
大
さ
は
な
お
人
々
の
意
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
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に
残
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
「
二
月
廿
五
日
此
こ
ろ
は
空
も
い
と
長
閑
に
侍

り
け
れ
は
っ
く
し
を
行
め
く
り
宰
府
の
宮
な
む
と
に
掴
む
と
旅
だ
つ
と
て
」

（
渡
辺
綱
峯
「
筑
紫
日
記
」
冒
頭
）
「
廿
一
日
此
国
の
宰
府
天
満
宮
旧
都
に
て
年

一15一



別
表
皿

行
程
は
極
度
に
簡
略
化
し
、
往
路
と
復
路
も
記
し
て
い
な
い
。
一
都

市
の
周
辺
の
遊
覧
に
つ
い
て
も
省
略
し
た
。
あ
く
ま
で
全
体
の
傾
向

を
把
握
す
る
た
め
の
み
の
も
の
で
あ
る
。

宗
祇
「
筑
紫
道
記
」

幽
斎
「
九
州
道
の
記
」

長
囎
子
「
九
州
の
道
の
記
」

鎌
田
定
清
「
筑
紫
紀
行
」

「
源
忠
総
朝
臣
豊
後
紀
行
」

博
多

宰
府

神
原
伊
安
コ
筑
紫
道
日
記
し

｛
圃

博
多園

丸
山
可
澄
「
筑
紫
巡
遊
目
録
し

門
司團

噛

三
千
風
「
日
本
行
脚
文
集
」

無
着
道
忠
「
筑
紫
遊
記
」

一16一

宇
劃

　　

@
　
【
＝
欝
＝
；
岳
墨

小
倉

．
．
適

宰
劃

阿
蘇

博
多

唐
津

熊
本

謡
∵
囲
囲

彦
山

圖

小
早

7
圏
宰
府

久
、

佐
賀園
L



「
道
之
安
良
」

「
中
川
泰
寛
旅
行
日
記
」

長
久
保
赤
水
「
長
崎
行
役
日
記
」

「
伊
藤
某
九
州
廻
ノ
記
」

門
司

彦
山

佐
賀

一
省
飯
塚

鹿
　
劃

渡
辺
綱
峯
「
筑
紫
日
記
」

彦
山

熊
本

小
倉

匿一
」
1

環
属
」

帯
夢
．
「
筑
紫
紀
行
」

（
点
線
部
は
不
明
確
）

小
倉

宰
三

楽
松
軒
「
西
遊
雑
記
」

博
多

一小

q

彦
山
　
　
宇
佐

ト一
塵

佐
賀

長
崎

阿
蘇

鹿
児
島

熊
本

素
言
「
筑
紫
紀
行
図
誌
」

随
匝

闇
圏躍園

…
］
日
一

［
蜷
．
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ヨ
江
漢
西
遊
日
記
」

1藷

平
戸
答

博
多
彙
壽

小
倉
覆

林
英
存
「
筑
紫
道
草
」

（
点
線
部
は
実
際
に
は
行
っ
て
い
な
い
）

門
司
　
　
　
　
　
　
宇
佐

小
倉
　
　
圃
囲

　
　
　
　
宰
府

博
多
　
　
久
留
米
　
　
熊
本

　
　
　
　
佐
賀
　
　
　
　
　
　
八
代

　
　
　
　
長
崎
　
　
　
島
原

「
舶
踊
ム
ロ
あ
几
細
川
幻
牝
だ
仔
」

門
司
　
　
彦
山
　
　
宇
佐

劉庸

菱
屋
平
ヒ
「
筑
紫
紀
行
」

彦
山

宇
佐

小
倉

博
多

宰
府

久
留
米

佐
賀

　
一圖

「
太
宰
府
紀
行
」
（
九
大
）

小
倉

飯
隆

宰
府

博
多

野
田
成
亮
「
日
本
九
峰
修
行
日
記
」

囹
彦
山

宰
府

塵隠

長
崎

調
『

　
　
　
　
鹿
児
島

粛
本

「
太
宰
府
紀
行
」
（
ソ
ウ
ル
大
）

布
引
滝

阿
蘇

熊
本

杉
浦
義
信
父
「
鹿
児
島
日
記
」

圏
－
團
、

宰
府

熊
本
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「
山
庵
長
崎
海
陸
紀
行
」

小
倉

壽H馨長
崎

一
‘
L
ヨ
再
」
し
．
．
」
・

7
■
芽
ノ
簿
糸
！
｛
L

／圏．

圏

「
菅
の
下
葉
」

門
司

宇
佐

塵膠

宰
府
　
　
人
吉
　
　
鹿
児
島

　
　
　
熊
本

長
崎

「
鍋
島
紀
行
」

　　　囹
圏一［麺

高
木
善
助
「
薩
陽
往
返
記
事
」

小
倉

博
多

壽畷

鹿
児

藷購

熊
本

出
水

河
井
継
之
助
「
塵
壷
」

小
倉

博
多

飯
塚

宰
府

久
留
Ψ

熊
本

「
菅
根
長
崎
日
記
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
ロ
　
　
　
　
　
　

闇
劉
』
－
　
窯
本

　　
@　
@　
@　　

川
路
聖
誤
「
長
崎
ヨ
記
」

翠
府佐

賀
鷹
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「
佐
藤
信
淵
九
州
紀
行
」

彦
山
　
　
宇
佐

小
倉

阿
蘇

宰
府
　
　
人
吉

博
多
　
　
久
留
米
　
　
熊
本

鹿
児
島

佐
賀

八
代

一
長
崎
　
島
原

－
二
一
忍
r
九
掴
紀
行
し

圏

「
薩
言
掛
一
戸
上
り
道
中
記
」

璽
願
隊
！
㌔

大
久
保
勘
三
郎
、
つ
く
し
草
」

延
岡

阿
蘇

宰
府

鹿
児
島

久
留
米
　
　
熊
本

病
竃
　
　
佐
賀

長
崎

比
信
仰
し
奉
り
し
か
ハ
か
＼
る
便
り
に
拝
せ
ん
こ
と
ハ
お
も
ひ
も
か
け
ぬ
さ
ち

な
れ
は
こ
＼
よ
り
詣
侍
ら
ん
と
」
（
［
鍋
島
紀
行
］
）
の
よ
う
に
、
こ
の
地
を
め
ざ

す
人
は
多
か
っ
た
。
貝
原
益
軒
「
太
宰
府
天
満
宮
故
実
」
巻
の
下
（
天
和
三
）

は
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
凡
そ
御
社
は
南
に
む
か
へ
り
。
か
ま
と
山
東
に
そ
び
え
、
天
拝
山
西
に
向
ひ
、

　
染
川
前
に
有
、
石
踏
川
北
に
流
れ
、
西
に
め
ぐ
り
て
思
川
と
成
る
。
四
王
院
、

　
城
の
山
、
北
に
そ
ば
だ
ち
、
藍
城
の
騨
南
に
在
、
西
は
観
音
寺
在
り
、
都
府

　
楼
の
跡
も
そ
の
西
に
つ
ら
な
れ
り
。
山
川
村
里
の
け
し
き
、
林
の
木
立
ま
で

　
う
る
は
し
く
、
見
所
多
く
て
、
い
つ
く
の
宮
所
よ
り
も
、
殊
に
す
ぐ
れ
た
る

　
佳
境
也
。
鎮
西
府
、
今
は
な
く
て
、
谷
ふ
か
き
山
ふ
と
こ
ろ
な
れ
ど
、
み
や

　
し
ろ
の
お
は
し
ま
す
ゆ
ゑ
、
今
も
猶
人
簑
お
ほ
く
い
ら
か
を
な
ら
べ
た
り
。

　
か
＼
る
霊
地
に
、
お
の
ず
か
ら
、
宮
柱
の
ふ
と
し
き
立
し
も
、
神
徳
の
い
と

　
す
ぐ
れ
さ
せ
給
へ
る
故
な
る
べ
し
。
さ
れ
ば
、
あ
め
が
下
の
人
、
高
き
も
い

　
や
し
き
も
、
此
神
を
た
ふ
と
み
う
や
ま
は
ざ
る
は
な
し
。
お
ち
方
の
人
も
、

　
一
度
、
此
御
社
に
詣
で
こ
ん
事
を
願
へ
り
。
愛
を
以
て
、
春
秋
の
祭
め
、
月
々

　
の
念
、
五
の
日
み
な
ら
ず
、
日
毎
に
ま
う
で
来
る
人
、
く
び
す
を
つ
ぎ
、
袖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
9

　
を
つ
ら
ね
ず
と
い
ふ
事
な
し
。

　
「
貴
賎
諸
国
よ
り
寺
参
詣
之
由
」
と
「
中
川
泰
寛
旅
行
日
記
」
も
記
す
。
「
先

ツ
ー
ノ
華
表
は
町
の
中
程
に
建
唐
金
也
。
（
略
）
愛
を
入
ぬ
れ
ハ
池
あ
り
。
心
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
レ
　
イ

の
池
ト
云
。
心
の
字
形
に
属
せ
し
物
之
由
。
此
池
に
水
鳥
群
居
ま
た
鯉
鮒
数
を

し
ら
す
。
参
詣
人
は
せ
く
わ
し
を
討
て
面
に
投
れ
ハ
魚
鳥
共
二
争
ひ
食
ふ
有
様

珍
ら
し
。
」
（
「
太
宰
府
紀
行
」
）
「
聞
し
に
も
ま
さ
り
て
宮
造
り
の
と
ふ
と
さ
千
と

せ
ふ
る
松
の
み
と
り
も
ふ
か
く
生
茂
り
た
る
に
杉
の
木
立
も
た
＼
な
ら
ぬ
枝
を

か
ハ
し
て
栄
へ
た
る
け
し
き
神
さ
ひ
わ
た
り
て
神
慮
の
程
あ
ふ
く
も
な
か
く
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別
表
盟
　
各
数
字
は
丁
数
（
活
字
で
参
照
し
た
も
の
は
頁
数
）
を
示
す
。

書
　
　
　
　
名

全
　
　
体

九
　
　
州

宰
　
　
府

長
　
　
崎

阿
　
　
蘇

宇
　
　
佐

彦
　
　
山

阿
弥
陀
寺

r
．
弘
」
こ
「
p
貫
も
「
’
、
p
の
皆
・
幽
巳
！

脅
　
馳
　
　
「

，
　
　
　
9

幽
　
）

筑
紫
道
之
記
（
双
鶴
）

31

0

0

0

0

0

0

1

長
崎
日
記
（
川
路
聖
護
）

麗
p

85

師

64

0

0

0

0

塵
壷
（
河
井
継
之
助
）

35
o

π

0

6

0

0

0

溺
0

旅
の
日
記
（
根
本
重
蔵
）

26

0

◎

◎

0

◎

0

0

山
庵
長
崎
海
陸
紀
行

19

15

溺
0

β

0

0

0

　
　
蕊
　
　
0
－
　
1
　
一

佐
藤
信
淵
九
弼
紀
行

67

ｹ

57

2

2

2

師

露
0

　
　
2
5
　
　
甑
一
　
　
価

搦
丁

20

0

0

0

0
　
一
　
圏
　
2
　
E
　
」
　
些

…
　
董
　
一

贈
一
三
子
九
魑
紀
行

3
P

1

O

0

0

0
⑪

0

昭

西
海
雑
誌
（
松
浦
武
四
郎
）

伽
p

伽

輪

9

蔦

器

　
i
　
」
　
｝
O
　
　
i
　
璽

　
　
　
　
　
一
…
長
崎
紀
行
　
　
　
　
　
（
宗
敬
）

鵬
丁

0

0

0

◎
O

0
一
…

O

0
　
一
　
垂

筑
紫
海
路
記

7
丁

1

0

0

0

　
0
一
　
一
　
0

0

26

◎

0

0

O

O

つ
く
し
草
（
大
久
保
勘
三
郎
）

72

72

舗

6

0

0

　
0
一
　
一
　
．
　
E

O
G
！
－
L
」
ー

ー
ー
．
E
　
　
I
i
　
1
1
…



お
ろ
か
に
こ
そ
（
略
）
か
た
ハ
ら
の
池
に
は
翼
果
の
あ
ま
た
遊
ひ
て
立
よ
る
人

に
な
れ
た
る
さ
ま
な
り
」
（
［
鍋
島
紀
行
］
）
等
の
記
述
を
見
る
と
、
神
社
の
様
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
り
る

は
中
世
と
比
し
て
整
備
さ
れ
て
き
て
お
り
、
「
銅
の
鳴
音
よ
り
此
鳥
居
ま
で
。
一

　
　
　
　
　
に
ど

丁
あ
ま
り
の
間
は
茶
屋
宿
屋
の
み
な
り
。
」
「
木
の
本
に
は
。
参
詣
の
人
々
の
休

　
　
ち
や
　
も

所
。
茶
店
な
ど
も
い
と
潔
浄
な
る
が
あ
ま
た
あ
り
。
」
　
（
菱
屋
平
七
「
筑
紫
紀

行
」
）
「
あ
る
ハ
い
ろ
く
茶
て
ん
な
ん
と
い
と
に
き
ハ
ひ
た
り
」
（
［
鍋
島
紀

行
］
）
「
御
祭
書
中
生
姜
を
彩
敷
藁
前
へ
出
し
て
ひ
さ
く
由
縁
し
ら
す
東
都
芝
神

明
の
如
し
又
梅
ケ
枝
餅
と
て
梅
の
形
を
彫
た
る
金
二
入
焼
て
商
ふ
星
彩
し
是
当

所
の
名
物
也
」
（
「
菅
の
下
葉
」
）
の
よ
う
に
、
観
光
地
と
し
て
の
設
備
も
と
と

の
っ
て
い
た
。

3

　
一
方
長
崎
は
ど
う
か
。
「
予
長
崎
の
風
俗
を
さ
ぐ
り
重
し
に
、
人
情
あ
し
き
所

な
り
。
異
国
よ
り
渡
る
も
の
は
む
か
し
ょ
り
も
盗
み
取
る
事
を
手
か
ら
に
し
て

恥
る
と
思
は
ず
。
（
中
略
）
我
国
の
恥
と
も
な
れ
ば
改
め
度
も
の
な
り
。
」
（
「
西

遊
雑
記
」
）
「
町
家
ハ
都
て
家
造
宜
敷
日
本
一
の
大
湊
な
れ
ば
人
気
も
澗
達
に
し

て
皆
美
服
美
食
を
好
ミ
繁
昌
な
る
事
三
ケ
の
都
も
及
難
く
曇
る
斗
也
」
（
「
菅
の

下
葉
」
）
と
い
っ
た
評
価
の
差
は
時
に
あ
っ
て
も
、
こ
こ
も
又
「
肥
前
国
長
崎
と

い
ふ
所
は
。
異
国
船
輻
較
の
大
湊
に
し
て
。
い
と
珍
ら
か
な
る
所
な
り
と
。
若

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
ご
ろ

年
の
時
よ
り
聞
及
び
て
年
来
行
て
見
ま
ほ
し
く
お
も
ひ
つ
れ
ど
。
行
程
山
海
を

隔
た
る
遠
国
の
事
。
且
は
家
業
怠
り
か
た
う
し
て
。
た
や
す
く
旅
行
も
得
思
ひ

た
ら
ざ
り
し
を
」
（
菱
屋
平
七
「
筑
紫
・
紀
行
」
冒
頭
）
「
さ
れ
は
聞
及
し
長
崎
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
し

余
里
の
騨
程
は
る
か
な
れ
バ
胡
越
を
隔
る
思
を
な
し
さ
ま
／
＼
此
地
の
奇
話
聞

毎
に
心
酔
し
余
所
の
事
に
お
も
ひ
し
が
此
度
の
西
遊
お
も
ひ
廻
せ
ば
夢
路
を
た

ど
り
し
心
地
し
」
（
林
英
存
「
筑
紫
道
草
」
）
と
人
々
が
強
い
憧
憬
を
抱
い
た
土

地
で
あ
っ
た
。
大
淀
三
千
風
の
「
日
本
行
脚
文
集
」
を
引
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
つ
ト
み

　
貞
享
元
子
九
月
二
日
肥
前
長
崎
に
粧
の
碇
を
つ
き
ぬ
。
さ
て
し
も
か
ね
て

　
傳
へ
聞
し
に
十
倍
し
て
。
繁
昌
栄
耀
の
境
地
。
又
な
ら
び
な
し
。
直
方
は
重

　
山
を
囲
み
。
」
方
は
群
書
の
海
大
路
な
り
。
江
山
董
裏
。
四
面
を
わ
か
ち
。

　
舟
浜
市
中
往
来
を
見
る
。
柚
輪
寺
社
を
肇
げ
。
彩
気
梵
門
を
撫
。
丹
童
画
籠

　
の
う
は
ぬ
り
を
な
せ
ば
。
幣
風
古
松
に
付
説
を
と
な
ふ
。
こ
と
さ
ら
唐
風
の

　
三
ヶ
寺
。
金
玉
異
曲
の
離
匠
。
美
尽
し
善
尽
し
。
都
に
め
さ
れ
ぬ
奇
麗
な
り
。

　
時
な
る
か
な
。
廉
直
仁
慈
の
徳
浪
は
。
和
漢
同
風
の
政
道
を
つ
ら
ぬ
き
。
宝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
ち

　
物
珍
財
を
運
ぶ
錦
帆
は
。
年
を
追
ひ
て
い
や
ま
さ
れ
り
。
さ
れ
ば
異
国
人
の

　
な
ら
は
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
さ
き

　
風
俗
。
四
夷
八
蛮
の
道
の
軌
。
土
産
物
。
謬
物
。
唐
僧
来
朝
の
由
来
。
遠
く

　
は
吉
利
支
丹
船
襲
来
の
事
。
近
く
は
貨
物
刻
府
の
品
々
。
通
事
く
に
ち
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ま
か

　
み
。
土
地
の
図
。
海
路
の
記
ま
て
少
細
に
書
し
。
将
来
し
侍
れ
と
。
あ
ま
り

　
に
事
繁
け
れ
ば
略
す
。
大
要
を
い
は
は
。
只
阿
蘭
陀
船
の
み
な
り
。
長
二
十

　
六
七
間
。
横
一
八
九
閤
に
。
四
重
の
階
楼
あ
り
。
彩
色
の
奇
麗
。
文
の
帆
チ

　
ヤ
ン
の
綱
。
諸
事
累
差
を
も
て
神
変
自
在
を
な
す
。
三
国
一
の
見
物
な
り
。

　
是
に
対
す
べ
き
は
、
和
朝
の
富
士
山
の
外
は
あ
ら
じ
と
お
ぼ
ふ
。
総
て
長

　
崎
の
事
は
。
頂
く
言
翰
に
尽
し
が
た
し
。
こ
＼
ろ
ざ
し
あ
ら
む
人
は
一
た

　
　
　
　
　
　
　
（
マ
、
）

　
び
渡
海
し
給
へ
し
。
海
路
み
な
宮
門
う
ち
な
れ
ば
河
船
の
如
し
。
大
阪
よ
り

　
豊
前
小
倉
ま
で
百
三
十
里
。
小
倉
よ
り
陸
路
五
十
里
。
合
百
八
十
里
な
り
。

　
所
詮
長
崎
を
見
ず
し
て
。
京
物
語
は
す
ま
じ
か
り
け
る
。
予
は
此
秋
よ
り
。

　
明
る
二
月
の
末
ま
で
見
聞
せ
し
が
。
今
に
ご
～
う
に
か
＼
る
は
。
当
所
の
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
が
ら
へ
は
べ

　
も
か
げ
な
り
。
あ
は
れ
存
命
侍
ら
ば
。
今
一
た
び
と
ね
が
ひ
し
に
な
ん
。

当
時
の
人
々
の
長
崎
へ
の
情
熱
が
よ
く
う
か
が
え
る
一
文
で
あ
る
。
「
明
方

一21一



早
く
驚
さ
れ
て
六
日
の
朝
は
と
く
目
の
響
け
れ
ば
幸
に
駈
出
て
四
方
の
気
色
を

見
渡
せ
ハ
」
…
二
方
は
屏
風
を
立
し
如
く
連
綿
た
る
丘
嶺
南
北
に
奔
走
せ
り
一
方
口

　
　
　
　
ひ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ぶ
ね
　
　
つ
な
ぎ

潮
水
岸
を
漬
し
岸
下
に
ハ
諸
国
の
舳
櫨
を
繋
留
た
り
」
（
「
筑
紫
道
草
」
）
の
様

に
、
長
崎
を
訪
れ
た
旅
人
の
記
述
に
は
、
一
種
の
興
奮
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
こ

と
が
多
い
。
と
り
わ
け
三
千
風
も
記
し
、
「
六
日
　
天
気
未
下
刻
出
立
細
川
家
の

舟
宝
来
丸
二
乗
ル
手
前
阿
蘭
陀
舟
遠
見
致
ス
見
物
男
女
雲
霞
の
こ
と
し
」
（
大

久
保
勘
三
郎
「
つ
く
し
草
」
）
と
言
わ
れ
た
阿
蘭
陀
船
の
壮
観
は
、
長
崎
の
異
国

情
緒
の
圧
巻
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
古
河
古
松
軒
も
「
西
遊
雑
記
し
に
次
の
様
に

記
す
。

　
十
八
日
昼
過
よ
り
紅
毛
船
沖
近
く
来
り
し
と
て
町
内
さ
は
が
し
く
、
迎
ひ

　
船
・
引
船
の
用
意
ま
で
に
ぎ
に
ぎ
し
。
予
年
来
の
望
は
今
宵
こ
そ
見
る
事

　
と
、
畏
い
そ
が
し
く
浜
辺
に
出
て
今
や
く
と
惨
し
に
、
や
う
く
暮
に
及

　
び
て
長
崎
の
津
に
入
る
。
折
ふ
し
空
く
も
り
て
海
面
く
ら
く
、
石
火
矢
を
う

　
つ
火
の
ひ
か
り
稲
妻
の
ご
と
く
に
見
へ
、
音
は
山
も
崩
る
る
ば
か
り
高
く
、

　
其
響
き
左
右
の
山
を
め
ぐ
る
や
う
に
長
崎
を
な
り
渡
る
事
な
り
。
初
め
三
つ

　
五
つ
打
ま
で
は
珍
ら
し
く
面
白
き
心
も
有
り
し
に
、
後
々
に
な
り
て
は
あ
ま

　
り
に
音
の
強
け
れ
ば
腹
に
響
く
や
う
に
て
心
あ
し
く
、
最
早
打
止
め
よ
か
し

　
と
思
ひ
ぬ
。
（
略
）
長
崎
に
下
り
て
此
石
火
矢
の
音
を
聞
か
ざ
る
人
は
信
じ
が

　
た
か
る
べ
し
。
（
略
）
長
崎
の
事
は
書
尽
し
が
た
く
（
略
）
七
月
十
七
日
此
地

　
に
来
り
。
廿
八
日
発
足
す
。

4

　
と
こ
ろ
で
、
別
表
皿
を
見
る
と
、
中
村
幸
彦
先
生
が
旅
行
記
と
呼
ば
れ
る
、

中
世
以
前
の
主
情
的
傾
向
を
廃
し
た
、
よ
り
近
世
的
な
紀
行
文
に
、
長
崎
の
記

事
が
多
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
松
浦
武
四
郎
「
西
海
雑
嚢
」
は
項
目
別
に

九
州
の
風
物
を
記
す
が
、
太
宰
府
に
関
す
る
も
の
は
「
鷺
争
論
」
一
項
目
な
の

に
比
し
、
長
崎
に
つ
い
て
は
「
鶴
器
量
」
「
叢
師
招
牌
」
「
蘭
種
質
草
」
「
鉄
砲
の

玉
」
「
唐
人
邸
」
「
阿
蘭
陀
館
」
「
諏
訪
祭
礼
」
「
聖
霊
祭
」
「
葬
式
」
「
大
徳
寺
鐘
」

の
十
項
目
を
さ
く
。
こ
の
種
の
記
述
方
式
の
嗜
矢
と
も
な
っ
た
橘
南
難
の
「
西

遊
記
」
も
い
わ
ゆ
る
旅
行
記
の
代
表
作
で
あ
る
が
、
や
は
り
、
太
宰
府
の
記
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
つ

は
全
く
無
く
、
長
崎
に
つ
い
て
は
、
「
魂
祭
」
「
益
鳥
橋
」
「
東
海
氏
の
墓
」
「
卓

ぼ
く
子
」
「
奇
器
」
の
五
項
目
を
費
し
て
い
る
。

　
当
然
の
こ
と
な
が
ら
長
崎
は
、
中
世
以
前
の
紀
行
文
に
は
登
場
し
な
い
。
そ

れ
が
、
鎖
国
日
本
の
中
で
唯
一
異
国
に
開
か
れ
た
窓
と
し
て
、
「
船
中
よ
り
眺
め

も
て
あ
そ

玩
べ
ば
。
身
は
異
国
に
渡
れ
る
か
と
思
ふ
計
な
り
。
」
「
異
国
の
神
を
唐
め
き

た
る
構
に
益
子
た
る
を
見
る
に
も
。
た
ゴ
異
国
に
来
れ
る
心
地
せ
り
。
」
（
菱
屋

平
七
「
筑
紫
紀
行
」
）
「
長
崎
の
惹
く
た
り
あ
り
き
け
る
に
唐
人
送
舟
な
と
見
え

け
れ
は
世
の
常
な
ら
す
覚
侍
り
て
」
（
渡
辺
綱
峯
「
筑
紫
日
記
」
）
の
よ
う
な
独

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
沁

自
の
魅
力
を
備
え
る
の
は
、
近
世
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
存
在
し
な
い
も
の
は
描
け
な
い
。
中
世
以
前
の
紀
行
文
に
近
世
の
長
崎
の
描

写
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
長
崎
の
魅
力
に
ひ
か
れ
て
訪
れ
た
旅
人
た
ち
は
、

過
去
の
紀
行
の
名
作
を
模
倣
し
て
、
類
似
の
文
章
を
連
ね
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

　
一
般
に
東
海
道
、
木
曽
路
、
日
光
道
中
な
ど
、
各
街
道
の
紀
行
文
は
、
共
通

し
て
引
用
す
る
古
典
紀
行
を
有
し
て
い
る
。
東
海
道
で
は
「
海
道
記
」
「
東
関
紀

行
」
「
十
六
夜
日
記
」
等
で
あ
り
、
木
曽
路
で
は
細
川
幽
齊
の
「
老
の
木
曽
越
」

が
、
日
光
道
中
は
近
世
の
作
品
だ
が
益
軒
の
「
日
光
名
勝
記
」
が
、
よ
く
利
用

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
九
州
紀
行
の
場
合
、
乱
丁
や
幽
齊
の
作
品
に
そ
の
よ
う

な
影
響
力
は
見
え
な
い
。
林
英
存
「
筑
紫
道
草
」
は
む
し
ろ
南
難
の
「
西
遊
記
」
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を
随
所
に
引
用
し
て
い
る
。

　
長
崎
と
い
う
新
し
い
名
所
の
出
現
に
よ
っ
て
、
近
世
の
人
々
の
中
で
は
、
九

州
の
地
理
的
把
握
自
体
が
長
崎
を
中
心
と
す
る
も
の
に
変
化
し
、
中
世
以
前
の

紀
行
の
伝
統
を
継
承
し
て
い
く
だ
け
で
は
処
理
し
き
れ
な
い
九
州
像
が
生
じ
て

き
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
そ
の
中
で
太
宰
府
が
名
所
と
し
て
一
定
の
地
位
を
保
ち
得
た
の
は
、
菅
神
信

仰
と
も
ま
つ
わ
る
文
学
的
な
伝
統
の
強
さ
か
、
古
典
紀
行
の
影
響
が
や
は
り
こ

こ
に
は
残
存
す
る
の
か
、
速
断
し
が
た
い
。
長
崎
へ
の
行
程
に
比
較
的
近
い
地

の
利
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
太
宰
府
に
し
て
も
、
描
写
そ
れ
自
体
に

は
特
に
古
典
紀
行
の
影
響
は
う
か
が
わ
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

5

　
新
名
所
長
崎
へ
の
興
味
を
中
心
に
、
新
し
く
作
り
あ
げ
ら
れ
て
ゆ
く
九
州
紀

行
は
、
ど
の
よ
う
な
特
質
を
持
つ
か
。
人
々
に
と
っ
て
、
・
長
崎
の
魅
力
と
は
、

単
に
異
国
船
の
持
つ
華
や
か
さ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
地
で
「
異
国
」
を

感
ず
る
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
「
太
平
の
難
有
国
恩
の
高
き
に
登
り
老
親

の
恩
と
も
に
深
を
減
り
遠
く
故
国
の
こ
と
な
と
も
思
ひ
続
け
」
（
「
筑
紫
道
草
」
）

「
た
ゴ
忘
れ
ま
じ
き
は
国
恩
な
り
。
か
～
る
戸
さ
～
ぬ
御
代
に
う
ま
れ
、
万
里

あ
な
た
の
蛮
夷
を
面
前
に
引
寄
、
お
の
く
た
の
し
み
と
し
て
庭
前
の
泉
水
へ

遊
山
舟
を
曾
て
見
物
す
る
に
同
じ
。
日
本
開
び
や
く
巳
来
か
く
目
出
度
御
代
は

な
か
り
し
事
な
り
。
く
れ
ぐ
も
邪
心
な
く
有
が
た
き
事
に
思
ふ
事
一
大
事
な

る
べ
し
。
」
（
「
西
遊
雑
記
」
）
と
い
っ
た
、
満
足
し
て
屈
託
の
な
い
国
家
意
識
の

確
認
で
も
あ
っ
た
。

　
古
松
軒
な
ど
は
「
東
遊
雑
記
」
の
蝦
夷
行
の
際
も
、
ロ
シ
ア
の
侵
攻
を
警
告

す
る
林
子
平
を
嘲
笑
し
、
松
前
藩
の
繁
栄
ぶ
り
に
す
っ
か
り
安
堵
し
て
「
林
子

平
が
気
遣
ひ
に
お
も
ふ
ム
ス
コ
ヒ
ヤ
（
モ
ス
ク
ワ
の
意
か
。
ロ
シ
ア
女
帝
の
名

と
さ
れ
て
い
る
。
）
蝦
夷
地
に
志
あ
り
と
も
、
松
前
侯
の
武
備
あ
る
を
も
っ
て
は

お
も
ひ
も
よ
ら
ぬ
事
な
り
。
」
（
「
東
遊
雑
記
」
）
と
述
べ
て
い
る
か
ら
「
西
遊
雑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駐
1
1

記
」
の
こ
の
記
述
も
当
然
で
あ
ろ
う
が
、
彼
も
含
め
て
こ
う
い
つ
た
姿
勢
が
、

楽
天
的
に
す
ぎ
る
気
は
し
な
い
で
も
な
い
。
し
か
し
、
現
体
制
へ
の
信
頼
と
、

そ
れ
に
基
く
自
信
か
ら
生
ず
る
、
こ
の
異
国
へ
の
好
奇
心
に
は
、
畏
怖
や
卑
屈

さ
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
蝦
夷
紀
行
類
に
も
共
通
す
る
、
近
世
の
紀
行
文
作

家
た
ち
の
一
つ
の
特
徴
と
い
っ
て
よ
い
。

　
井
上
忠
氏
は
人
物
叢
書
「
貝
原
益
軒
」
の
中
で
益
軒
の
長
崎
行
に
ふ
れ
て

「
こ
の
際
（
慶
安
二
年
の
長
崎
行
）
の
際
の
彼
の
行
動
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

そ
の
後
も
（
黒
田
）
忠
之
の
命
で
二
回
来
陽
し
（
後
に
は
唐
書
書
籍
商
や
、
唐

通
事
・
蘭
通
詞
ら
と
も
交
渉
を
も
っ
て
い
る
し
、
彼
が
つ
ね
に
説
い
た
『
四
海

同
胞
』
と
い
う
鎖
国
制
確
立
期
に
は
珍
ら
し
い
一
種
の
博
愛
主
義
思
想
の
繭
芽

は
す
で
に
こ
の
こ
ろ
、
こ
の
地
を
介
し
て
生
ま
れ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
」

と
、
そ
の
影
響
を
指
摘
さ
れ
る
。
た
し
か
に
益
軒
の
次
の
文
章
に
見
る
よ
う
な

客
観
的
で
正
確
な
異
国
の
文
化
の
観
察
と
許
容
は
、
九
州
紀
行
類
の
長
崎
部
分

の
叙
述
に
も
共
通
す
る
。
そ
こ
に
は
異
る
文
化
へ
の
劣
等
感
も
な
け
れ
ば
、
そ

の
結
果
生
ず
る
過
剰
な
優
越
感
も
な
い
。

　
紅
夷
人
、
礼
儀
正
し
く
法
度
を
守
る
事
即
納
に
ま
さ
れ
り
。
毎
朝
父
母
の
床

　
の
前
に
い
た
り
、
慎
ん
で
礼
拝
す
。
有
妻
者
長
崎
に
来
り
て
も
、
妓
女
を
を

　
か
さ
ず
。
其
妻
の
像
を
絵
が
き
長
崎
に
持
来
り
、
日
々
是
を
見
る
。
男
色
を

　
好
ま
ず
。
其
禁
甚
厳
な
り
。
若
し
を
か
す
者
あ
れ
ば
罪
科
に
行
な
ふ
。
二
人

　
共
く
び
り
て
、
海
に
沈
む
。
船
を
能
乗
て
世
界
の
事
い
た
ら
ざ
る
為
な
し
。

　
　
　
パ
　
ン

　
常
に
蒸
餅
を
以
て
糎
と
す
。
古
家
牛
肉
等
を
も
食
す
。
日
本
人
の
食
と
異
り
、
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葵
な
し
。
牛
乳
を
何
の
食
物
に
も
鮎
じ
食
す
。
菜
蕨
な
ど
日
本
の
種
類
と
異

り
、
菜
類
は
長
崎
に
て
、
出
島
に
う
ゑ
付
て
有
之
、
へ
ん
る
う
だ
と
碧
玉
、

日
本
人
の
山
椒
葉
を
揚
る
か
ご
と
く
に
、
食
に
加
へ
用
ゆ
。
紅
夷
の
文
字
横

行
、
字
数
二
十
五
有
。
写
る
事
日
本
の
い
ろ
は
の
如
し
。
刀
劒
、
日
本
の
刀

に
か
は
る
。
そ
り
て
う
す
し
。
鳥
獣
草
木
皆
中
華
と
日
本
か
は
れ
り
。
医
薬

も
外
治
内
治
有
。

た
要
素
を
帯
び
る
こ
と
が
あ
る
。
蝦
夷
地
と
異
る
の
は
、
そ
こ
に
宰
府
や
宇
佐

の
よ
う
な
古
い
文
化
の
残
存
を
旅
人
た
ち
が
認
め
得
た
こ
と
で
あ
る
に
し
て
も

辺
土
が
同
時
に
異
国
と
の
接
点
で
あ
る
の
は
、
ロ
シ
ア
が
出
現
す
る
蝦
夷
地
と

同
様
だ
っ
た
。
九
州
紀
行
が
長
崎
見
聞
を
通
し
て
持
た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
国

家
意
識
や
世
界
観
は
、
蝦
夷
紀
行
と
共
通
す
る
。
そ
れ
は
、
近
世
紀
行
文
全
体

の
基
本
的
な
性
質
と
も
奥
深
く
か
か
わ
っ
て
い
く
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　
更
に
、
表
現
の
面
で
言
う
な
ら
、
長
崎
を
描
く
近
世
紀
行
は
、
そ
の
実
態
を

読
者
に
伝
達
す
る
た
め
に
、
古
典
紀
行
を
引
用
し
て
常
套
的
な
文
章
を
連
ね
る

こ
と
が
で
き
ず
、
正
確
で
具
体
的
な
独
自
の
描
写
を
生
み
出
し
て
い
か
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
阿
蘭
陀
船
の
細
密
な
説
明
な
ど
に
も
、
そ
れ
は
あ
ら

　
　
　
　
註
1
2

わ
れ
て
い
る
。

6

　
九
州
紀
行
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
小
倉
・
博
多
・
熊
本
・
鹿

児
島
と
い
っ
た
都
市
の
描
写
、
阿
蘇
山
・
彦
山
・
高
良
山
・
宇
佐
八
幡
な
ど
の

位
置
づ
け
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
検
討
の
余
地
は
多
い
。
し
か
し
、
世
世
以
前
の
紀

行
文
で
は
記
述
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
太
宰
府
を
、
近
世
の
紀
行
文
が
そ
の
伝

統
を
意
識
し
て
、
行
程
の
中
に
は
残
し
つ
つ
も
、
主
要
な
興
味
は
長
崎
の
方
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
1
3

流
れ
て
ゆ
く
、
と
い
う
一
つ
の
推
移
は
見
て
と
れ
る
よ
う
に
思
う
。
そ
し
て
、

伝
統
的
な
紀
行
文
の
持
つ
情
感
や
文
飾
と
関
り
な
く
描
か
れ
た
、
こ
の
新
し
い

都
の
見
聞
記
が
持
つ
、
異
文
化
へ
の
積
極
的
な
姿
勢
や
、
具
体
的
か
つ
正
確
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
1
3

文
体
が
、
結
局
は
九
州
紀
行
の
基
調
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
蝦
夷
紀
行

程
明
確
で
は
な
い
が
、
九
州
紀
行
も
ま
た
何
が
し
か
、
辺
境
の
冒
険
記
と
い
っ

本
稿
は
昭
和
6
1
年
度
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
に
於
て
発
表
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
折
、
大
内
初
夫
先
生
、
田
中
道
雄
先
生
に
、
貴
重
な
御
教
示
を
頂
い

た
こ
と
を
感
謝
す
る
。

（
昭
和
6
1
年
8
月
3
1
日
）

　
註
1
　
拙
稿
「
近
世
東
海
道
紀
行
の
諸
問
題
」
（
福
岡
教
育
大
学
紀
要
第
三
十
六
号
）
・
「
公

　
旅
紀
行
に
つ
い
て
」
（
同
上
第
三
十
五
号
）
・
「
近
世
女
流
紀
行
文
学
の
性
格
」
（
語
文
研

　
究
第
四
十
一
号
）
参
照
。

2
　
別
表
－
参
照
。
注
意
す
べ
き
は
筑
紫
あ
る
い
は
九
州
と
い
っ
て
も
、
ま
っ
た
く
九
州

　
に
つ
い
て
の
記
事
を
欠
く
も
の
が
あ
る
。
「
不
知
火
行
記
」
「
筑
紫
道
之
記
」
「
旅
の
日
記
」

　
（
国
書
総
目
録
に
九
州
へ
の
紀
行
と
あ
る
）
な
ど
。
ま
た
「
筑
紫
紀
行
図
誌
」
も
内
容
の

　
大
半
は
九
州
以
外
の
部
分
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
題
名
か
ら
は
判
定
で
き
な
い
九
州
紀

　
行
も
多
数
存
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
今
は
さ
し
あ
た
り
、
年
表
に
と
り
あ
げ
た
も
の
の
み

　
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

3
　
周
知
の
如
く
芭
蕉
は
「
持
病
下
血
な
ど
た
び
く
、
秋
旅
四
国
西
国
も
け
し
か
ら
ず

　
と
、
先
お
も
ひ
と
穿
め
候
。
乍
レ
去
備
前
あ
た
り
よ
り
か
な
ら
ず
と
ま
ね
く
も
の
も
御
座

　
　
　
　
　
ふ
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

　
候
ヘ
バ
、
世
風
風
に
ま
か
せ
候
ま
而
難
レ
定
量
。
」
　
（
元
禄
三
年
四
月
十
日
煮
冷
行
宛
書

　
翰
）
「
尚
く
、
九
州
四
国
之
方
一
見
残
し
置
申
候
間
、
何
と
ぞ
来
秋
中
二
も
又
く
江
戸
ヲ

　
出
可
レ
申
覚
悟
、
不
定
な
が
ら
御
待
被
レ
成
可
レ
被
レ
下
候
。
」
（
元
禄
四
年
九
月
廿
三
日
置
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中
尾
源
左
衛
門
、
浜
市
右
衛
門
宛
書
翰
）
と
書
翰
に
記
し
つ
つ
、
九
州
へ
は
つ
い
に
赴
か

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
偽
書
と
さ
れ
る
十
月
十
三
日
付
北
枝
宛
書
翰
に
「
春
眠
西
国
望
ミ

御
坐
重
出
、
冬
中
播
へ
申
度
候
（
略
）
西
国
ヘ
ハ
何
と
ぞ
同
行
に
致
度
挙
上
、
其
御
心
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
れ

頼
入
籍
（
略
）
二
十
六
七
年
以
前
、
太
宰
府
へ
参
詣
い
た
し
候
。
外
（
に
）
連
武
人
、
我

と
三
人
に
て
歩
行
候
へ
ど
も
、
知
音
も
な
く
候
て
見
物
所
画
工
帰
候
。
宗
房
時
分
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
み

に
候
得
ば
、
所
く
発
句
留
候
へ
ど
も
お
か
し
か
ら
ず
、
と
、
の
は
ぬ
二
極
己
に
て
、
一

句
も
咄
事
な
く
候
問
、
此
度
ハ
吟
じ
直
し
度
存
念
二
百
。
」
と
あ
り
、
「
陸
奥
衛
」
の
桃
隣

　
の
語
と
し
て
「
然
ど
も
老
た
る
こ
の
か
み
（
郷
里
の
兄
松
尾
半
左
衛
門
）
を
、
心
も
と
な

く
や
思
は
れ
け
む
、
故
郷
ゆ
か
し
く
、
心
葉
五
月
八
日
、
『
此
度
は
西
国
に
わ
た
り
長
崎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ろ
こ
し
ぶ
ね

　
に
し
ば
し
足
を
と
め
て
、
唐
士
舟
の
往
来
を
見
つ
、
聞
馴
ぬ
人
の
詞
（
長
崎
に
集
ま
る
外

国
人
の
こ
と
ば
）
も
聞
ん
』
な
ど
、
、
遠
き
末
を
ち
か
ひ
、
首
途
せ
ら
れ
け
る
を
、
各
品

川
ま
で
送
り
出
、
二
時
斗
の
蝕
波
、
別
る
、
時
は
互
に
う
な
づ
き
て
、
声
を
あ
げ
ぬ
ば
か

　
り
な
り
け
り
。
」
と
太
宰
府
と
長
崎
の
地
名
が
登
場
す
る
の
を
、
注
目
し
た
い
。

4
　
高
橋
富
雄
「
辺
境
」
（
教
育
社
新
書
）
。

5
　
九
大
国
語
国
文
学
会
で
の
発
表
の
折
、
大
内
初
夫
氏
か
ら
、
近
世
の
九
州
紀
行
と
り

　
わ
け
俳
人
紀
行
類
に
撃
て
は
、
北
九
州
で
は
な
く
大
分
方
面
か
ら
上
陸
す
る
経
路
が
多

　
く
、
と
り
あ
げ
ら
れ
る
土
地
に
つ
い
て
も
、
長
崎
、
宰
府
と
並
ん
で
阿
蘇
山
が
多
く
、
こ

　
の
三
地
点
を
結
ぐ
三
角
形
の
旅
程
が
成
立
す
る
と
の
御
指
摘
を
う
け
た
。
こ
こ
で
は
と

　
り
あ
げ
て
い
な
い
が
中
島
広
足
の
紀
行
類
、
清
原
院
軌
子
の
紀
行
な
ど
は
大
分
を
経
由

　
し
て
お
り
、
私
が
未
見
の
作
品
申
に
は
更
に
多
く
存
ず
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
今

　
回
収
集
し
た
紀
行
類
は
、
近
世
の
時
代
全
体
に
わ
た
り
、
特
に
意
図
的
な
選
択
は
行
わ

　
な
か
っ
た
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
半
が
北
九
州
か
ら
上
陸
し
て
い
た
。
ぎ
た
別
表
皿
に
見

　
る
如
く
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
関
し
て
は
、
阿
蘇
山
を
と
り
あ
げ
る
な
ら
、
彦
山
、
宇
佐
、

　
阿
弥
陀
寺
な
ど
も
記
事
が
多
く
、
無
視
で
き
な
い
。
或
い
は
、
俳
人
紀
無
類
に
は
、
こ
こ

　
に
と
り
あ
げ
た
紀
行
類
と
は
異
る
不
同
が
存
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
今
後
、
検
討

　
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

6
　
一
般
に
こ
の
紀
行
文
は
他
の
土
地
に
関
し
て
も
「
当
地
ノ
外
国
ノ
通
津
所
ニ
テ
極
（
マ
丸

　
繁
華
ノ
港
ナ
レ
ト
モ
人
気
険
悪
ニ
シ
テ
面
心
放
蕩
ナ
リ
故
二
善
人
ノ
ミ
多
ク
絶
テ
豪
富

　
ナ
ル
家
ハ
ア
ル
コ
ト
無
シ
」
（
長
崎
）
「
市
中
士
民
居
住
ノ
手
々
ヲ
熟
視
ス
ル
ニ
福
岡
広

島
岡
山
等
ヨ
リ
ハ
甚
タ
広
ク
商
人
モ
多
ク
豪
家
モ
有
ル
由
ナ
レ
ド
モ
草
露
ノ
貧
家
雑
リ

　
テ
見
苦
キ
国
璽
ク
人
ノ
通
行
ス
ル
モ
右
ノ
三
城
下
目
土
レ
ル
様
二
見
ユ
」
（
熊
本
）
「
阿

蘇
山
格
別
二
高
山
ト
称
ス
ベ
キ
程
ノ
山
ニ
モ
非
レ
ド
モ
古
ヨ
リ
火
ノ
燃
ル
コ
ト
今
二
至

　
ル
マ
テ
間
断
ア
ル
コ
ト
無
シ
」
（
阿
蘇
）
「
世
二
名
高
キ
旧
跡
ナ
レ
ド
モ
按
外
ナ
ル
僻
地

　
ニ
テ
（
略
）
鰹
鳥
リ
ニ
参
詣
人
ヲ
誼
カ
シ
テ
銭
ヲ
貰
ハ
ン
コ
ト
ヲ
謀
り
極
テ
卑
劣
ナ
ル

風
俗
ナ
リ
」
（
宇
佐
）
と
、
歯
に
衣
着
せ
ぬ
表
現
が
多
い
。

7
　
昭
和
二
十
七
年
太
宰
府
天
満
宮
発
行
。

8
　
太
宰
府
を
九
州
に
お
け
る
政
治
上
の
拠
点
と
と
ら
え
る
意
識
も
皆
無
で
は
な
か
っ
た

　
か
も
し
れ
な
い
。
の
ち
の
長
崎
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
辺
境
の
外
交
の
場
へ
の
人
々

　
の
興
味
は
意
外
に
深
い
。
た
と
え
ば
大
久
保
勘
三
郎
「
つ
く
し
草
」
は
対
馬
を
訪
れ
、
そ

　
こ
に
お
け
る
朝
鮮
と
の
外
交
に
つ
い
て
、
長
い
観
察
と
報
告
を
行
っ
て
い
る
。

9
　
画
瓢
坊
披
雲
「
太
宰
府
天
満
宮
略
記
」
（
寛
政
十
一
年
　
博
多
　
対
馬
屋
五
平
刊
）
の

　
文
章
は
多
く
こ
の
書
に
よ
っ
て
い
る
。

10
@
近
世
に
お
け
る
長
崎
の
位
置
に
つ
い
て
中
野
三
敏
先
生
は
「
な
か
で
も
、
西
国
筋
は
、

　
そ
の
終
着
点
に
B
本
の
窓
と
い
わ
れ
た
長
崎
を
ひ
か
え
て
い
た
だ
け
に
、
お
の
ず
と
他

　
の
地
方
と
は
別
の
意
味
、
別
の
価
値
を
持
ち
、
そ
の
価
値
は
幕
末
に
む
か
え
ば
む
か
う

　
ほ
ど
増
大
し
て
い
っ
た
。
」
（
朝
日
新
聞
連
載
「
西
国
路
と
近
世
文
学
」
－
現
代
へ
の
反

　
省
t
）
と
述
べ
ら
れ
、
「
い
う
ま
で
も
な
く
、
当
時
の
長
崎
は
鎖
国
体
制
下
の
日
本
に

　
あ
っ
て
、
海
外
に
む
け
て
開
か
れ
た
唯
一
の
窓
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
は
岩
国
、
西
欧
の

　
文
化
が
続
々
と
流
入
し
て
く
る
。
早
く
は
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
に
林
駈
引
が
、
こ

　
の
地
で
「
本
草
綱
目
」
を
購
入
し
た
例
も
あ
り
、
蘭
学
に
志
す
者
の
み
な
ら
ず
進
歩
的
知

　
識
人
を
自
負
す
る
者
に
と
っ
て
長
崎
は
一
度
は
訪
れ
ね
ば
な
ら
な
い
土
地
で
あ
っ
た
。
」

　
（
同
右
、
1
江
漢
と
長
崎
－
園
田
豊
前
）
と
の
指
摘
も
あ
る
。
ま
た
「
こ
の
場
（
近

　
松
『
博
多
小
女
郎
波
枕
』
上
巻
、
博
多
柳
町
奥
田
屋
の
場
）
は
遊
里
ら
し
く
に
ぎ
や
か
な

　
鉦
太
鼓
の
歌
で
始
ま
る
。
こ
れ
は
『
松
の
落
葉
』
（
一
七
一
〇
刊
）
に
よ
れ
ば
、
も
と
も

　
と
唐
音
の
『
唐
人
踊
』
と
い
う
歌
な
の
で
あ
っ
て
、
雰
囲
気
は
む
し
ろ
長
崎
の
遊
郭
丸
山

　
風
で
あ
る
。
（
略
）
近
松
も
大
阪
の
遊
里
に
な
る
と
か
な
り
正
確
に
描
写
す
る
が
、
こ
こ

　
は
遠
い
九
州
の
地
、
そ
れ
ほ
ど
実
際
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
」

　
（
同
論
、
i
近
松
と
博
多
一
　
橘
英
哲
氏
）
と
い
う
指
摘
も
あ
っ
て
、
九
州
に
お
け
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る
長
崎
の
存
在
の
強
さ
を
示
す
よ
う
に
思
う
。

11

@
拙
稿
「
古
松
軒
の
林
子
平
批
判
」
（
近
世
文
芸
第
三
十
四
号
）
参
照
。

尼
　
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
描
写
が
あ
る
。
「
景
趣
の
前
四
五
町
君
に
阿
蘭
陀
船
四
艘
か
＼

　
れ
り
植
三
本
宛
各
上
に
鍔
の
や
う
に
棚
二
重
見
え
た
り
は
し
ら
に
掛
張
た
る
縄
五
六
十

筋
そ
れ
を
つ
た
ひ
の
ほ
り
て
下
な
る
棚
に
四
五
人
座
せ
り
其
棚
壱
丈
四
方
斗
上
な
る
棚

　
に
も
二
人
居
れ
り
そ
れ
も
一
聞
四
方
斗
い
つ
れ
も
帆
を
あ
く
る
時
の
便
と
云
り
楮
毎
に

上
中
下
帆
を
三
段
に
か
く
れ
ハ
也
船
の
長
さ
大
な
る
ハ
三
十
二
間
ま
バ
リ
に
石
火
矢
の

挾
間
二
十
ケ
所
斗
艦
の
方
に
お
そ
ろ
し
け
な
る
人
形
其
外
色
く
彫
物
見
え
た
り
元
来
ゆ

　
へ
な
く
て
ハ
船
の
辺
へ
も
制
禁
な
れ
ハ
遠
目
に
て
つ
ふ
さ
か
ら
す
」
（
神
原
伊
安
「
筑
紫

道
之
記
」
）
「
さ
て
大
舶
な
か
く
書
に
も
辞
に
も
述
へ
か
た
し
。
船
チ
ャ
ン
に
て
黒
ぬ

　
り
、
蘭
干
の
み
黄
色
な
り
。
石
火
矢
筒
一
方
に
二
十
五
、
総
て
六
十
程
あ
り
。
艦
の
方
屋

形
あ
り
。
ビ
イ
ド
ロ
障
子
に
し
て
、
海
を
望
む
帆
柱
ラ
ー
ニ
ケ
所
に
立
つ
。
帆
綱
は
誠
に
、

　
く
も
の
巣
の
如
し
。
綱
毎
セ
ビ
と
て
、
萬
力
車
あ
り
。
綱
は
表
と
櫨
の
方
へ
は
余
り
張
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
び
し

　
ず
。
左
右
へ
数
十
す
じ
に
張
る
事
剛
く
、
其
綱
に
横
に
亦
張
り
て
、
は
し
ご
と
し
て
登

　
る
。
帆
を
掛
る
ケ
タ
は
揚
げ
お
ろ
し
を
せ
つ
、
帆
は
此
ケ
タ
に
巻
く
。
久
し
く
船
か
～
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く

　
す
る
時
は
、
帆
を
は
っ
し
、
帆
亦
長
力
な
り
に
非
す
、
四
方
な
り
。
中
の
柱
に
三
つ
、
先

　
の
柱
に
ニ
ツ
、
矢
帆
一
ツ
亦
ニ
ツ
、
と
も
の
方
に
は
大
き
な
る
帆
一
ツ
、
是
は
向
ふ
風
に

乗
る
開
き
帆
な
り
。
年
々
船
違
ひ
ぬ
。
表
に
獅
子
を
黄
に
ぬ
り
て
あ
り
。
船
中
を
働
く
者

を
マ
タ
ロ
ス
と
云
。
是
は
お
ら
ん
た
地
方
の
者
な
り
。
衣
類
は
蘭
人
の
如
く
、
寒
中
足
は

　
履
な
し
、
す
足
な
り
。
之
は
柱
へ
の
ほ
り
、
帆
綱
を
渡
る
故
な
る
歎
。
此
者
陸
へ
あ
か
ら

　
ず
、
只
船
中
の
み
に
暮
す
事
な
り
。
此
マ
タ
ロ
ス
帆
綱
よ
り
、
帆
つ
な
に
渡
り
、
軽
は
さ

　
を
し
、
水
中
へ
も
入
事
妙
な
り
。
」
（
「
江
漢
西
遊
日
記
」
）
。

13
@
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
紀
行
に
つ
い
て
充
分
に
触
れ
る
余
地
は
な
い
が
、
た
と
え
ば
高
木

善
助
「
薩
陽
往
返
記
事
」
は
八
回
に
わ
た
る
鹿
児
島
へ
の
往
還
記
で
あ
る
。
宰
府
は
こ
の

行
程
上
に
あ
た
る
た
め
何
度
も
通
過
す
る
が
、
他
の
土
地
へ
は
そ
れ
な
い
。
訪
れ
て
い

　
る
の
は
霧
島
と
長
崎
の
み
で
、
長
崎
に
は
宰
府
の
倍
の
量
に
あ
た
る
記
事
を
記
し
て
い

　
る
。

14
@
こ
の
よ
う
な
傾
向
に
つ
い
て
、
田
中
道
雄
氏
か
ら
、
長
崎
を
通
じ
て
流
入
し
た
科
学

的
精
神
の
反
映
は
な
い
か
と
の
御
指
摘
を
う
け
た
。
充
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
だ
が
、

今
そ
れ
を
具
体
的
に
検
証
は
で
き
な
い
。
多
く
の
点
で
長
崎
見
聞
記
と
共
通
す
る
蝦
夷

紀
行
に
お
い
て
は
、
博
物
学
者
た
ち
の
果
し
た
役
割
が
認
め
ら
れ
る
が
、
九
州
紀
行
で

は
そ
れ
ほ
ど
明
確
で
は
な
い
。
拙
稿
「
蝦
夷
紀
行
概
見
」
（
「
江
戸
時
代
文
学
誌
」
第
五
号

揚
載
予
定
）
参
照
。
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別
表
皿
　
各
数
字
は
丁
数
（
活
字
で
参
照
し
た
も
の
は
頁
数
）
を
示
す
。

書
　
　
　
　
名

全
　
　
体

九
　
　
州

宰
　
　
府

長
　
　
崎

阿
　
　
蘇

宇
　
　
佐

彦
　
　
山

阿
弥
陀
寺

筑
紫
道
記
（
宗
祇
）

22

o

16

2

0

0

0

0

筋

九
州
道
の
記
（
幽
斎
）

19

o

7

1

0

0

0

0

2
5
0
。

九
州
の
道
の
記
（
長
繍
子
）

8
P

4

師

0

0

0

0

昭

筑
紫
紀
行
（
定
清
）

7
丁

4

1

0

0

0

0

0

源
忠
総
朝
臣
豊
後
紀
行

20

6

1

0

0

師

0

1

筑
紫
道
日
記
（
伊
安
）

5
3
丁
6

2

』
1
0

0

0

0

1

筑
紫
巡
遊
日
録
（
可
澄
）

70

37

舗

師

1

幡

0

隔

．
日
本
行
脚
文
集
（
三
千
風
）

㎜
p

54

2

賀

1

2

4

4

筑
紫
遊
記
（
道
忠
）

26

21

1

穏

0

胚

0

1

道
之
安
良

22

5

0

0

0

0

0

0

中
川
泰
寛
旅
行
日
記

囎
丁

35

1

0

0

0

0

0

長
崎
行
役
日
記

57

o

23

2

梓

0

0

0

3

伊
藤
某
九
州
廻
り
之
記

6
丁

5

舗

0

0

0

師

師

筑
紫
日
記
（
綱
峯
）

12

犯

1

1

0

0

溺
0

0

筑
紫
紀
行
（
俗
夢
）

39

24

師

8

蔦

0

0

0

西
遊
雑
記
（
古
松
軒
）

囎
p

99

2

8

1

溺
0

1

輔

筑
紫
紀
行
図
誌
（
素
言
）

魏
丁

25

0

1

師

0

0

0

江
漢
西
遊
日
記
（
江
漢
）

62
o

25

伽

7

0

0

0

ゐ
0

鶴
台
九
州
紀
行

30

30

溺
0

ゐ
0

0

溺
0

ゐ
0

0

太
宰
府
紀
行
（
九
大
）

40

24

7

0

0

0

0

6

〃
　
　
（
ソ
ウ
ル
大
）

20

20

0

0

師

0

0

0

筑
紫
道
草
（
英
存
）

囑
丁

幽

14

41

2

13

0

1

筑
紫
紀
行
（
菱
屋
平
七
）

魏
p

85

14

20

0

1

6

4

日
本
九
蜂
修
行
日
記
（
成
亮
）

㎜
p

45

㎎

9

1

0

師

師

鹿
児
島
日
記
（
杉
浦
義
信
父
）

46

17

幡

0

0

0

0

師

〔
鍋
島
紀
行
〕

15

3

1

0

0

0

0

⑪

菅
の
下
葉

二
丁

73

2

η

0

葡

0

0

薩
陽
往
返
記
事
（
高
木
善
助
）

67

o

59

1

2

0

0

0

師

菅
根
長
崎
日
記

27

20

1

3

0

0

0

0

不
知
火
行
記

66

0

0

0

0

0

0

0

五
月
雨
紀
行

35

3

0

0

0

0

0

0

筑
紫
道
之
記
（
双
鶴
）

31

0

0

0

0

0

0

1

長
崎
日
記
（
川
路
聖
誤
）

湖
p

85

師

64

0

0

0

0

塵
壷
（
河
井
継
之
助
）

35

o

17

0

6

0

0

0

ゐ
0

旅
の
日
記
（
根
本
重
蔵
）

26

0

0

0

0

0

0

0

山
庵
長
崎
海
陸
紀
行

19

15

澗
0

13

0

0

0

茄
0

佐
藤
信
淵
九
州
紀
行

67

57

2

2

2

師

2

2
5
α

薩
藩
江
戸
上
り
道
中
記

伽
丁

20

0

0
．

0

0

0

胚

贈
一
忍
子
九
国
紀
行

3
P

1

0

0

0

0

0

昭

西
海
雑
誌
（
松
浦
武
四
郎
）

必
p

必

師

9

蔦

0

篇

0

長
崎
紀
行

鵬
丁

0

0

0

0

0

0

0

筑
紫
海
路
記
（
宗
敬
）

7
丁

1

0

0

0

0

0

0

筑
紫
紀
行
一
も
と
日
記

26

0

0

0

0

0

0

0

つ
く
し
草
（
大
久
保
勘
三
郎
）

72

72

師

6

0

◎

0

0




